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間 13陽電子に関する次の記述のうち,正 しいものの組合せはどれか。

A γ線と物質との相互作用において生成される場合がある。

B 電子と結合して光子を放出して消滅する。

C 核壊変に伴って放出される場合,連続エネルギースペクトルとなる。

D 静上質量は電子に比べて大きい。

E EC壊変において放出される。

o ABCの
み   2  ABEの み   3 ADEの今   4 BCDの み   5 CDEの み

問 15α粒子に関する次の記述のうち,正 しいものの組合せはどれか。

A 質量衝突阻止能は,物質の原子番号の 2乗に比例する。

B 大角度で散舌Lさ れる場合がある。

C 原子核 との弾性衝突の前後においては,運動エネルギーの和が変わらない。
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間16βキ
線に関する次の記述のうち,正 しいものの組合せはどれか。

A β
十
線の最大飛程は,同 じエネルギーのβ

~線
の最大飛程とほとんど同じである。

B β
十
線にょり制動放射線が放出される。

c β
十
線の遮べいは同じエネルギーのβ

~線
の場合と同じとして取り扱う。

D 消滅放射線はβ
十
線が放出された場所から放出される。

l  ACDのみ
  o ABの

み   3  BCのみ   4 Dの み   5 ABCDす べて

間 17空気,ア ルゴン,ヘ リウム中で
2Ю

P。 から放出された α粒子が完全に静止するとき,発生する電荷量が
月ヽ さい順に並んでいるものは,次のうちどれか。

l 空気   く アルゴン < ヘリウム  2 空気   < ヘリウム < ァルゴン

3 アルゴン < 空気   < ヘリウム  4 ヘリウム < ァルゴン < 空気

0ヘリウム<歓  <ァルゴン

間 14荷電粒子が速度ッで物質中を通過するとき,粒子の進行方向とチェレンコフ光の放出方向とが成す角度

θの関係は,次のうちどれかきただし,物質の屈折率をれ,真空中での光速をcと する。
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